
令和５年度
全国研究協議大会

分科会発表

北海道ブロック
■市立札幌みなみの杜高等支援学校 PT部

【#協育学習部会 #協育実習部会 #杜 cafe #協
育アドバイザー #現地学習 #地域実習 #地域
協働 #南区連携 #実践交流会】

「みなみの杜応援団」の一員として保護者（希
望制）が実習参観や研修会開催

東北ブロック
■福島県立あぶくま支援学校 PTA

【本校の PTA 活動について　
～みんなで作ろう！絆の架け橋】
小中高の保護者と教職員が集う「みん
なであそぼう夏祭り」や研修・バザー
等開催

各ブロックからの発表と活発な質疑応答の
中で双方向のやりとりが生まれ、オンライ
ン開催でありながらも笑顔が行き交う大会
となりましたこと、本当に感謝です。各地
域の状況や保護者の関心を活かして活動さ
れている実践報告を、ぜひ明日へのヒント
にしていただき来年につなげるきっかけに
なれば幸いです。

東海北陸ブロック
■岐阜県立羽島特別支援学校 PTA

【学校と地域がつながる PTA活動　
～地域とつながろう 知ってもらおう～】
ベルマーク・テトラパック回収や勉強会・
事業所見学会を地域と連携して開催

近畿ブロック
■滋賀県立野洲養護学校 PTA

【子どもを真ん中に置いた PTA活動】
校区ごとの親子フォーラム開催やどん
な子でも楽しめる「野洲養護まつり」

関東甲信越ブロック
■千葉県立習志野特別支援学校 PTA

【子どもたちの命を守る地域に根差し
た PTA活動】
小学部のみの学校だからこその細やか
な安全の見守りや隣接する小学校との
連携

東京ブロック
■東京都立王子特別支援学校 PTA

【できることからはじめよう！　
～コロナ禍での PTA 活動～】
デジタルツールを活用した PTA活動、児童・
生徒が楽しめるオンライン夏祭りの開催

九州ブロック
■熊本県立熊本支援学校 PTA

【災害時における安心な場所づくり】
2016年熊本地震後「福祉子ども避難所」設置
避難所運営訓練で保護者の実践力向上を目指す

中国四国ブロック
■徳島県立みなと高等学園 PTA

【社会的・職業的自立をめざし、子どもたちと
共に学び・支える 11年間の PTA活動】
高等部単独校で保護者の事業所見学会開催や

「親 to 子 with みなと」活動、文化祭の協力
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新
し
い
時
代
の
中
で
の
全
知
Ｐ
連
へ
の
期
待

孤
独
や
戸
惑
い
を
つ
な
が
り
と

�

お
し
ゃ
べ
り
で
客
観
視
す
る
場
に

全
国
特
別
支
援
学
校
知
的
障
害
教
育
校
長
会 

会
長

東
京
都
立
水
元
小
合
学
園　

統
括
校
長
（
本
会　

相
談
役
）

全
国
特
別
支
援
学
校
知
的
障
害
教
育
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会 

会
長

東
京
都
立
久
我
山
青
光
学
園
Ｐ
Ｔ
Ａ 

会
長

 

米
谷　

一
雄

 

花
澤　

雪
乃

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
全
国
特
別
支
援
学
校
知
的
障
害
教

育
校
長
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
東
京
都
立
水
元
小
合
学
園
校
長
の
米
谷
一
雄
と
申
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
法
上
の
位
置
づ
け
が
第
５
類
へ

と
移
行
し
、
教
育
活
動
が
段
階
的
に
再
開
し
始
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
培
っ
た
感
染
症
へ
の
対
策
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
た
継
続
的
な
学
習
活
動
の
実
施
は
、
今
後
、
間
違
い
な

く
教
訓
と
し
て
生
か
さ
れ
、
困
難
な
状
況
が
生
ま
れ
て
も
、

知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
必
ず
解
決
策
を
導
く
礎
に
し
て
い

け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
最
近
「W

ell-being

（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。Well-being

は
、身
体
的
・

精
神
的
・
社
会
的
に
も
良
好
な
状
態
で
、
一
時
的
・
瞬
間
的

に
良
好
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
持
続
的
に
良
好
で
あ
る
と
し

て
い
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
の
持
続
的
に
良
好
で
あ
る
と

い
う
こ
と
、
言
い
換
え
る
と
、
幸
せ
で
安
定
し
た
状
態
が
続

く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
障
害
の
あ
る
人
に

と
っ
て
も
障
害
の
な
い
人
に
と
っ
て
も
人
生
に
お
け
る
願
い

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
た
豪
雨
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た

皆
さ
ま
に
は
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
か
ら
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
国
主
導
で
進

め
ら
れ
た
こ
と
で
、
生
活
や
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
が
さ
ら
に

多
様
化
し
ま
し
た
。
学
校
の
先
生
方
も
保
護
者
も
、
そ
し
て

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
相
談
支
援
事
業
所
等
、

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
供
た
ち
の
ま
わ
り
に
い

る
大
人
す
べ
て
が
、
ど
う
過
ご
す
べ
き
な
の
か
、
何
が
で
き

る
の
か
、
模
索
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
今
年
５
月
か
ら

感
染
法
上
の
分
類
が
５
類
に
引
き
下
が
り
、
緊
急
事
態
宣
言

も
な
く
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
観
客
数
の
制
限
も
見
直
さ
れ
、
だ

い
ぶ
以
前
に
戻
っ
た
よ
う
に
み
え
ま
す
。
し
か
し
、
特
に
知

的
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、「
戻
る
」と
い
う
よ
り
、

「
ま
た
変
わ
る
」
と
い
う
理
解
と
な
り
、
な
ん
と
か
適
応
し

よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
子
供
た
ち
を
日
々
育
て
、
関
わ
る
す
べ
て

の
方
々
に
、
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
学
校
は
何
を
す
る
と
こ
ろ
？
と
聞
か
れ
た
ら
、「
勉

強
す
る
と
こ
ろ
」
と
答
え
る
の
が
一
般
的
で
す
。
し
か
し
、

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
、様
々

な
心
身
の
特
性
や
考
え
方
を
持
つ
す
べ
て
の
人
々
が
、
相
互

に
理
解
を
深
め
よ
う
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
支

え
合
う
こ
と
で
す
（「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０

行
動
計
画
（
２
０
１
７
年
2
月
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

２
０
２
０
関
係
閣
僚
会
議
決
定
）」）。
こ
の
二
つ
の
言
葉
に

は
関
係
性
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
広
げ
る
こ
と
で
、
誰
も
がW

ell-being

の
状
態
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な

る
と
、
感
情
や
思
考
を
共
有
で
き
、
他
者
と
の
つ
な
が
り
が

深
ま
り
、
結
果
と
し
て
、
支
援
や
理
解
を
得
や
す
く
な
り
ま

す
。
相
互
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
誰
も
が
、
地
域
や
社
会
の

中
で
、
安
心
し
て
生
活
し
、
力
を
発
揮
で
き
る
状
態
の
持

続
に
結
び
つ
く
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
こ
れ
は
、W

ell-

being

の
状
態
で
す
。

新
し
い
時
代
の
中
で
も
、
人
と
の
つ
な
が
り
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
尊
い
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

つ
な
が
り
を
つ
く
る
た
め
に
、
全
知
Ｐ
連
の
活
動
が
、
と
て

も
大
切
で
意
義
を
も
っ
て
き
ま
す
。
今
年
度
、全
知
Ｐ
連
で
、

４
年
振
り
に
開
催
し
た
第
39
回
全
国
研
究
協
議
大
会
東
海
北

学
校
は
教
科
教
育
の
み
で
は
な
く
、学
校
生
活
を
通
し
て「
生

き
る
力
」
を
身
に
つ
け
、
人
格
形
成
を
行
う
場
で
あ
る
こ
と

は
、
通
常
学
級
の
子
も
含
め
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
と
っ
て

言
え
ま
す
。「
な
に
か
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
こ
と
だ
け

が
目
的
で
は
な
く
、「
で
き
た
！
」
と
思
え
る
こ
と
で
育
つ
、

学
習
意
欲
や
豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体
の
育
成
が
あ
る
わ
け

で
す
。
知
的
障
害
や
合
併
症
の
軽
重
に
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
積
み
重
ね
た
こ
と
が
、
卒
後
の
大
き

な
財
産
と
な
っ
て
、
本
人
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

大
人
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
特
別
支
援
学
校
に
通
う
保
護

者
は
、
学
区
が
広
範
囲
で
あ
る
た
め
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話

す
機
会
が
減
る
と
も
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ

の
分
断
が
さ
ら
に
進
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
保
護
者
だ
け
で

な
く
、
先
生
方
同
士
の
歓
送
迎
会
も
で
き
ず
、
各
特
別
支
援

学
校
で
積
み
重
ね
て
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
本
質
を
伝
え
る
場

が
減
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
試
行
錯
誤

し
な
い
と
行
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
今
年
８
月
に
開
催
し
た

全
国
研
究
協
議
大
会
の
分
科
会
で
も
各
校
の
発
表
か
ら
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
本
誌
特
集
記
事
に
ま
と
め
た
通
り
、
各

校
の
取
り
組
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
う
し
た
場
で
、
あ

陸
大
会
（
石
川
大
会
）
で
は
、
分
科
会
の
内
容
が
、
ま
さ

に
、
つ
な
が
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
広
げ
る
た
め
の
取
組
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
取
組

や
活
動
が
継
続
さ
れ
、
さ
ら
に
、
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
、
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
、
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域

や
社
会
を
変
え
て
い
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
発
信
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
豊
か

な
人
生
の
た
め
に
、
全
知
Ｐ
連
が
今
後
も
益
々
、
充
実
・
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

る
い
は
そ
の
終
わ
っ
た
あ
と
で
、
な
に
げ
な
く
話
す
時
間
こ

そ
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
良
さ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
面
倒
だ
け
ど
思
い
切
っ
て
、
あ
る
い
は
し
ぶ
し
ぶ
、
自
宅

を
出
て
、
他
の
方
と
関
わ
る
、
そ
こ
に
新
し
い
気
づ
き
や
出

会
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
で
き
た
！
」「
そ

う
い
う
こ
と
か
」
が
必
要
な
の
は
、
お
子
さ
ん
だ
け
で
は
な

い
は
ず
で
す
。

特
に
、
知
的
障
害
の
あ
る
子
と
日
々
関
わ
る
保
護
者
は
、

か
か
わ
り
方
へ
の
不
安
、
親
の
働
き
か
け
に
反
応
し
て
く
れ

な
か
っ
た
り
予
想
外
の
行
動
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
へ
の
戸
惑

い
、「
楽
し
い
」
と
感
じ
て
喜
ぶ
姿
と
言
う
こ
と
を
聞
か
な

い
と
き
の
姿
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
、
子
ど
も
の
「
今
」
の
行

動
に
振
り
回
さ
れ
て
、
子
ど
も
の
小
さ
な
し
ぐ
さ
や
表
情
に

目
を
向
け
て
関
わ
る
心
身
の
余
裕
が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
同
じ
学
校
の
保
護
者
同
士
と
話
す
こ
と
で
、
ま
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
と
い
う
場
で
知
り
合
っ
た
他
の
地
域
の
保
護
者
と

話
す
こ
と
で
、
少
し
客
観
的
に
自
分
の
こ
と
、
子
ど
も
の
こ

と
、
家
族
の
こ
と
を
と
ら
え
る
機
会
が
で
き
、
行
政
や
地
域

と
つ
な
が
ろ
う
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う
、
と
前
向
き
に

と
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
答
え

は
見
つ
か
ら
な
く
て
も
、
他
人
に
伝
え
ら
れ
た
だ
け
で
、
違

う
方
向
か
ら
捉
え
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
つ
な
が
る
機

会
と
し
て
、
共
に
体
験
し
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
利

用
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
諸
団
体
お
よ
び
関
係
機
関
の
皆
様
と
も
引
き

続
き
連
携
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

3 2



52

11

1912

2416

1531810

9

1516
18 27

21 11

37

42723129

8

34
30

6

12

11

15
117 24

16 13

18

16

11

9
6

7

7

8

5428

19

41

・会報「明日を拓く」（会員全員配付）
・「全知Ｐ連だより」 （各校２部配付）

【機関誌】さまざまな関連団体より御指導、御支援を頂戴しています
・文部科学省
・厚生労働省
・こども家庭庁
・全国特別支援教育推進連盟
・全国特別支援学校長会
・独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所
・全日本特別支援教育研究連盟
・全国手をつなぐ育成会連合会
・一般社団法人 日本発達障害ネットワーク
・一般社団法人 日本自閉症協会

 

【関連団体】

https://www.zenchipren.jp/index.html

【ホームページ】

滋賀県立三雲養護学校
京都教育大学附属特別支援学校
大阪府立すながわ高等支援学校
兵庫県立いなみ野特別支援学校

＊奈良県立二階堂養護学校　
奈良県立高等養護学校
和歌山県立きのかわ支援学校

鳥取県立琴の浦高等特別支援学校
島根県立出雲養護学校
岡山県立倉敷琴浦高等支援学校
広島県立三原特別支援学校
山口県立田布施総合支援学校

＊徳島県立みなと高等学園
香川県立香川中部支援学校
愛媛大学教育学部附属特別支援学校
高知市立高知特別支援学校

福岡県立築城特別支援学校　 
佐賀県立うれしの特別支援学校
長崎大学教育学部附属特別支援学校

＊熊本県立熊本支援学校
大分県立新生支援学校
宮崎県立日南くろしお支援学校
鹿児島県立武岡台特別支援学校
沖縄県立西崎特別支援学校

近畿ブロック

中国四国
ブロック

九州ブロック

関東甲信越
ブロック

北海道ブロック ＊市立札幌豊明高等支援学校

東京ブロック ＊東京都立小金井特別支援学校

東北ブロック
青森県立七戸養護学校
岩手県立花巻清風支援学校

＊宮城県立古川支援学校
秋田県立比内支援学校
山形県立上山高等養護学校
福島県立あぶくま支援学校

茨城県立勝田特別支援学校
栃木県立足利中央特別支援学校
群馬県立沼田特別支援学校
埼玉県立特別支援学校
　　　　羽生ふじ高等学園
千葉県立習志野特別支援学校
神奈川県立鶴見支援学校
山梨県立わかば支援学校　

＊新潟県立高田特別支援学校
糸魚川市立ひすいの里総合学校
長野県長野養護学校

富山県立となみ総合支援学校
石川県立小松特別支援学校
福井県立南越特別支援学校
静岡県立浜名特別支援学校

＊愛知県立瀬戸つばき特別支援学校
岐阜県立羽島特別支援学校
三重県立特別支援学校
　　　　　伊賀つばさ学園

東海北陸
ブロック

【令和5年度都道府県代表校】
各都道府県の窓口となる学校です

（＊印はブロック長 所属校）

【事業スケジュール】

全知Ｐ連組織紹介

856 2023年9月1日現在

【役員】

【都道府県代表者】
◆都道府県知P連会長等

全国役員･都道府県代表者連絡協議会

【組織図】
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主主幹幹校校：：石石川川県県立立小小松松特特別別支支援援学学校校

Q:県内の他校とは、情報共有や相談をする機会はあ
りましたか。

北田：昨年度から会長をしておりましたので県知P連
の集まりなどで以前から他校との交流を重ねてきま
した。

宮北：今年度、会長が代わられた学校もありましたが、
北田会長は継続してくださっていたので準備をしてき
た昨年度から、いろいろなお話を聞くことができまし
た。その点では見通しを持ちやすかったと思います。

Q:分科会は1校で１分科会を担当されていましたが
校内で大変だったことを１つあげるとしたら何ですか。

宮北：大変だったのは、会長がお仕事もある中、例年
より多くの時間を割いてくださったところかと思います。
ですので「会長を盛り立て応援していこう」と育友会
役員会で話し、手伝える仕事は役員の方々が協力し
てくださいました。今年度は役員の人数も増やしたの
ですが、保護者の皆さんが積極的に動いてくださり、
すぐに協力体制がとれました。

北田：例年、役員を決めるのは大変なのですが、今
年度は皆さんが「いいよ」と快く引受けてくださいまし
た。みんなで協力して今日の日を迎えられたな、と感
じています。

Q:オンライン開催という新たな形の全国大会が、ここ
石川県で行われたことをどのように感じましたか。

北田:とても光栄で凄いことだと思いました。前に出る
ことが苦手だった自分が会長の時に石川県で全国
大会が行われることになり、初めは戸惑いもありまし
たが、大人になってからこの様な機会に出会える事
はなかなかないと思い、楽しむことに決めました。

宮北：校長をしていても全国大会規模の大きな会は
そうそう経験できないことです。石川県で開催された
ことで学校の皆が一丸となって携われたこと、無事に
終われたこと、本当に感謝しております。

左から 宮北校長、北田会長

Q:大会が終わり、今のお気持ちをお聞かせください。

橋髙:実行委員会としては、オンライン型という形式が
初めてで、思ったより簡単ではなく、今日終わるまで
ドキドキしていました。最後に、講評や閉会式で皆様
からいいお話が聞けました。PTAとしても共有できた
ことは、大変有意義なものだったと思います。

二木：無事に開催できてホッとしています。大会が３
年間中止していて、今回、参集型かオンライン型かと
話し合い、オンラインと決まったのですが、どんな大会
ができるのか想像がつきませんでした。最初は雲を
つかむようでした。

Q:保護者の皆さんや先生方、配信に関わる方との連
携はどうでしたか。

二木:県知P連大会での会合で説明し、各学校PTA
担当を通して、PTA会長に情報を伝えてもらいました。
進行やアナウンスなど、本当によく練習してください
ました。
分科会を担当する学校担当者とは、電話やメールで
配信サポート業者の方とはZoomで毎週1時間ほど
打ち合わせをしていました。

Q:大会までの準備で一番大変だったことは何ですか。

橋髙:実行委員会で考えているやり方が、今までの大
会の流れと合っているのか、方向性は間違っていな
いか、という心配はありました。また、参加される方の
方法など、もう少し丁寧な進め方が必要だったか、と
いうことも思います。締め切りが過ぎても、問い合わ
せがありまして、全国規模で考えれば、件数は少ない
かもしれませんが、学校に問い合わせが来る回数と
しては、大変多かったです。

左から 寺井先生、二木先生、表実行委員長、
瀨川校長、橋髙教頭、廣瀬先生

第第3399回回

全全国国研研究究協協議議大大会会 東東海海北北陸陸大大会会
（（石石川川大大会会））

全全国国研研究究協協議議大大会会 東東海海北北陸陸大大会会はは令令和和５５年年８８月月２２６６日日
石石川川県県ににてて盛盛会会ののううちちにに終終ええるるここととががででききままししたた。。
事事務務局局でで大大会会終終了了後後、、実実行行委委員員会会のの皆皆様様ににイインンタタビビュューー
ささせせてていいたただだききままししたた。。

分分科科会会担担当当校校：：石石川川県県立立錦錦城城特特別別支支援援学学校校

Q:オンラインの活用やこれからの大会にむけて一言
お願いします。

橋髙：今までお子さんのことで大会に参加できな
かった、という方も、オンラインなら参加できますし、集
まっても対面ならではのお話ができます。たくさんの
方に参加してもらえるような形を考え、みんなで元気
をもらいながら続いていくといいなと思います。

二木：ICT技術は本当に進んだと思います。オンライ
ン開催に向けて進捗状況と、できることとできないこ
とをひとつずつ確かめながら進めていきました。各分
科会には、情報課の職員を加えた体制を組みました。
そんな事を重ねて、大会を開くことができる、とわかり
ました。

ごちゃまぜでSocial Inclusion

地域の住人、老若男女、障害のある人もない人も、それぞれの個性や特性、
存在が必要とされる場所がある。 これまで福祉がサービスの種類という垣根
で人、場所、活動をそれぞれの人の状態によって区切ってきたが、「社会福祉
法人 佛子園 （ぶっしえん）」は、地域と高齢者、障害者を「ごちゃまぜ」にし、
人々がつながる場所を提供し、活動を行っている。
Social（地域）をinclusion（包括）するということは、教育、福祉、医療以外

の多くの人々を含んだ活動こそSocialである。
佛子園の施設の一つ、「B’s行善寺」は石川県白山市に位置し、施設スタッ

フは近隣住民を中心とした２６０名で運営されている。趣のある行善寺を左に
見ながら歩くと、蕎麦屋、会議室かと思いきや、会議が終われば卓球場に早変
わりのコミュニティスペースがあり、笑い声があちらこちらからあふれている。
足湯、温泉銭湯、カフェ、料理教室、花屋、児童発達支援事業所、保育所、

フィットネスジム、クリニック。社会福祉法人の佛子園が「PLVS VLTRA さらに
彼方へ」をテーマに攻めの複合型の福祉拠点として地域に息づいている。
同じ空間にいると、向こう側から知的障害のある青年が歩いてくる。近くに支
援員がいるのかもしれないが、「ごちゃまぜ」になっているせいか、わからない。
老いも若いも、障害があってもなくても、心地よいごちゃまぜ感が、それぞれの

居場所を作り出しているように思えた。
施設訪問レポート 副会長 冨永 美和

会会場場校校：：石石川川県県立立いいししかかわわ特特別別支支援援学学校校

杉江校長

石川県立いしかわ特別支援学校

第２分科会 第３分科会 第4分科会

第１分科会

Q:今のお気持ちをお聞かせください。

杉江:児童生徒の学ぶ意欲や思いに
応えるためには、私たち教職員だけ
でなく、保護者をはじめ地域の方々と
つながり連携しながら進めていく必
要性を、分科会での発表やご助言、
ご講評から改めて感じました。ありが
とうございました。

～社会福祉法人「佛子園」～
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費
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ん
な
事
業
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ま
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か

ブ

ロ

ッ

ク

枠内は主な使用費目

北海道

各地区オンライン懇談会
「生徒の卒業後の生活や社会参加について ～卒業後の相談から見えるもの～」
「相談支援専門員が見てきた子どもの成長と社会自立」
「豊かな社会生活と生涯学習を実現させるために ～地域・家庭・社会ができること～」
「子どもや家庭の困り感を支える学校及び関係機関のつながりと役割」

Zoomライセンス料
講師謝礼

東北
講演会
「特色あるPTA活動」～外部資源を活用した新たな可能性～

関東甲信越
オンライン講演会
「就労支援の現状から  幼少期からの支援」

講師謝礼
資料作成費　会場費

講師謝礼

東京
講演会
「年齢に応じた親子の関わり」

講師謝礼
資料作成費

東海北陸
オンライン講演会
「学校を卒業するということ」

Zoomライセンス料
講師謝礼

九州

オンライン講演会
「ありのままの姿で自分らしく生きるための心のネットワーク」
　　～子どもたちの笑顔を地域で共に築く絆づくり～　　

Zoomライセンス料
講師謝礼　資料作成費

都

道

府

県

岩手

情報交換会
「コロナ禍におけるPTA活動の充実」

交通費
資料作成費

宮城
＜笑顔でつなぐSDGs七夕飾りプロジェクト＞参加

共済費

県内特別支援学校の
子ども達の笑顔を
短冊で集めて
仙台七夕まつりの
七夕飾りを作成

茨城
「つながりを築くPTA活動の実践
　～親睦や交流を深めるための工夫～」
「PTA行事精選の経緯及び現状報告」　

助言者謝礼
助言者昼食代

栃木
ハイブリッド講演会
「「私の子育て」～聖母でなくてごめんなさい～」

講師謝礼

埼玉

「ネット依存・ゲーム障害の実態と支援」　

講師謝礼
交通費

神奈川

「障害の有無や年齢にかかわらない共生するコミュニティ作り」　

講師謝礼

長野・石川

PTA連合会の会誌発行

印刷費

(
実
施
事
業
の
う
ち
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
)

「PTA会長から
提案・発表を行い
それに対して

　前PTA役員の方などから
助言を頂きました。」

「
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ロ
ッ
ク
研
修
補
助
費
」
は
研
修
会
の
補
助
を
目
的
と
し
て
、
ま
た
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助
費
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な
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展
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の
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業
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て
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だ
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す
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ぜ
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す
。
(
全
知
Ｐ
連
事
務
局
)

福井

「成年後見制度について」　

講師謝礼

講演会

講演会

講演会

静岡

「みんなのいのちをつなぐ福祉避難所をつくろう！」
　～みんなで助かる！福祉×防災×コミュニティ～
「病気や障害のある子どもの「きょうだい」の気持ち」

講師謝礼
資料印刷費講演会

滋賀

～障がいがある子と“きょうだい
”
が笑顔で暮らしていけるよう～

「今、私たちができること」“親なきあと
”
への備えについて

講師謝礼
資料印刷費

講演会

「子どもの人権について考える」
～大人が「子どもの人権を尊重し守ることができる存在」となるために～

人権研修会

高知

「子どもと取り組むSDGs
　～気軽にたのしむコツとアイディア」　　

講師謝礼
研修会

沖縄

「卒業後の進路、就労について」　

講師謝礼
資料作成費

講演会

佐賀

「卒業後の暮らしに向けて
　～支援度の高い方の進路支援の取り組みから～」
「グループホーム運営者の立場から～保護者へのメッセージ～」

講師謝礼
交通費
資料印刷費
通信費

講演会
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知 的 障 害 児 の 性
親がどう見まもるか
ー性・SAY・生からー

特 別 寄 稿

白梅学園大学

堀 江 ま ゆ み

先生のご許可のもと、令和３年度全知P連ブロック研修費補助事業より再編集してお届けいたします。

性～性の発達と尊厳

　保護者の皆さんからいただく質問で

子どもが小学４年生ぐらいになってく

ると、人前で下半身を出さない、触ら

ないことや、女の子との距離感につい

て、親としてすごく心配だということ

があります。下半身を触ってしまうこ

と自体をやめさせたくて、その都度叱

り続けて、それでは解決しないことは

分かっているけれども、何を教えたら

いいのか分からないまま過ぎていくと

いうことが多いと思います。でもよく

考えてみると、叱るべきことは、人前

で触るというところです。プライベー

トなのかパブリックなのかを守ってい

ないので、社会的なルールを教えなき

ゃいけない。性器いじりや自慰行為が

悪いわけではないですよね。どうして

も私たちは慌てると否定的な行動に出

るという習性がありますので、慌てな

い。この先お子さんが成長するにつれ

自慰行為というものと当然付き合って

いきますし、さらに大きくなられて恋

愛をして、結婚して子どもを生むって

いう人生だって、親が思ってる以上に

今は開かれた支援の中にあります。

　今の性教育は、性器についての説明

や赤ちゃんの産道を教えるような狭い

意味のものではなく、もっと広い、生

きる力をつくっていく、そのための尊

厳なんだと考えるところが一番大事に

なってくる。性を否定するっていうこ

とは、その子のこれからつくっていく

歴史自体を否定してしまうってことな

んですよね。だから、その延長線上に

ある自己決定や、自分の人生を選ぶとか、

あるいは自分の大好きな趣味をするとか、

働くことを選んでいくとか、そういうも

の全部の否定につながってしまう。そう

いう一番最初のきっかけになってくるわ

けなんです。だからぜひ、親が恥ずかし

かったり、困ったりするかもしれないけ

れども、心の中では、うちの子の発達が

ここに１つ現れた、たくましいと喜んで

いただくような扱いとして性を位置付け

てほしいなと思います。

　思春期になると、障害があっても性の

目覚めは必ずやってきます。そんなとき、

子ども自身が、性的な関係や他者との適

切な関わり方を理解していないと、思わ

ぬトラブルにつながる恐れがあります。

プライベートゾーンとパーソナルスペー

スなど他人の距離の取り方や、人と親し

くなる順番の理解を、発達段階に合わせ

た教え方・内容で学ぶ必要があります。

SAY～意思決定支援

　今、国では意思決定支援ということを

とても重視していて、厚労省からもガイ

ドラインが出ています。その元になって

るのが、「メンタルキャパシティアクト」

というイギリスの意思決定能力法です。

法律というより支援実践方法や考え方が

明示されたガイドラインのようなもので

す。その中に５原則というのがあって、

その中の３つだけ、豆知識としてお伝え

します。

　この意思決定支援というものが根底に

あって、次の地域でみんなと生きるとい

うところにつながっていきます。

　今、国では意思決定支援ということ

をとても重視しています。大きな失敗

はしないけど、失敗したら次のいい方

法を見つける。これが意思決定で１番

大事なところです。

難しい言葉ですけど、要するにどんな知的障

害が重たい子であったとしても、意思決定す

る能力があるんだということを、私たちは推

定、信じ続けることが私たちの責務である。

これが原点なんです。どんなに知的障害が重

たくても、自分で決めるということは侵害さ

れてはいけない、ということです。

意思決定能力存在推定の原則

代理や代行ではなく、保護者がうちの子はこ

っちがいいですと決めるのではなくて、本人

が選んで体験したら笑顔が違った。イエスと

いっている。そのことを大事にしなきゃいけ

ない。だからできるだけいろんな体験をして

もらうことで、この人の意思を私たちは最大

引き出すことが責務です。

意 思 決 定 支 援 を 尽 く す
エ ン パ ワ ー メ ン ト 原 則

保護者の耳が痛いところだと思いますが、「失

敗してもいいんだよ」という原則です。賢明

でない意思決定をしたからといって、意思決

定能力がないと判断してはならない。時に愚

行しても全てが駄目ということではない。性

について何か問題があった時に、意思決定支

援そのものが失敗することを認めるんだとい

うことが、全世界で標準の認識になってきて

います。これを愚行権というんですけども、

これが尊重されているんです。このことを学

校の先生にもお伝えしたいです。私たちは大

きな失敗とか命が無くなることは、もちろん

遮らなければいけないですけれども、小さな

失敗をしながら、だからこそ上手になってい

く。性器出しちゃったら、みんなが変な顔を

しているから、やっぱり隠そう。あるいは触

りたいと思っていたけど、代わりにふわふわ

したものを触ってみよう。周りにとって、え

？って思うようなことの失敗をしたからこそ、

いい方向があるわけなので、そこを１つ１つ

駄目って叱るだけでは、愚行権を侵害してい

るということになるんです。大きな失敗はし

ないけど、失敗したら次のいい方法を見つけ

る。これが意思決定で１番大事なところです。

不合理的意思決定が意思決定
不存在と判断されない原則

生～地域でみんなと生きる

　学校卒業した後に、いろんなトラブルに遭

うことがあったり、保護者が心配するような

性の問題って結構出てきます。いろんな人と

関わったりとか、チャンスが多くなるからで

すよね。卒業した後の学びの場ですが、最近

文部科学省がライフサイクルとしての生涯学

習の支援を始めました。生涯学習、自分がも

っと豊かに生きていくためのライフスキルを

学ぶ、あるいは楽しみを見つける、こういう

豊かなのりしろのような生活の時間を保証し

なければいけないということが世界中でいわ

れてるので、文科省も力を入れ始めています。

全国でそういったモデル事業が始まって、そ

の中の１つが私たちＴＳネットの事業です。

他の生涯学習事業はお楽しみ系の事業ですが、

私たちだけが、１回失敗しちゃってトラブル

で叱られ続けちゃったけれども、もう１回生

き直しをしましょうという「キープセーフ」

というとてもユニークな実践をしています。

　このキープセーフとはどういうものなのか

の前に、レジリエンスについてお伝えします。

これは先ほど意思決定支援のところで、子ど

もには意思決定の能力があるんだと信じ続け

ることが大事になってくるとお伝えしました

が、レジリエンスとは、心の回復力。トラブ

ルに遭ったとしても、立ち直っていく力が本

人たちにはあるんだ、それは知的障害がある

なしにかかわらず、みんなある、と信じるこ

とがとても大事。レジリエンスはぽっとでき

るものではなくて、幼少期から少しずつ育っ

ていくんです。レジリエンスが発揮するため

には幾つかの発達の柱が必要であって、その

柱がにょきにょきたくましく育ってくると、

危機に遭ったときに、自分でトラブルを解決

するという、そういう大人になっていきます。

　４つのポイントがあります。①新しい情報を

楽しむ力②自己を表現する力③他人となじみ

やすい性格④情緒的サポートをしてくれる人

がいる、この４つを周りが支え、本人が発揮

する機会があれば心の弾性（＝レジリエンス）

が働いてきます。そのためには、人から褒め

られるとか、人から応援されるとか、認めら

れるとか、そういう周りの人のサポートもと

ても大事なのです。何度も叱ってわからせる、

ではなく、新しい認知・判断スタイルを創る

ことが、教育の本質なのです。

　ＴＳネットの実践を紹介します。「キープセ

ーフ」プログラムは、簡単にいうとお勉強会

です。みんなでわいわい楽しくやって褒めら

れた経験が記憶の中に位置付いて、なにかあ

ったときには、そのレジリエンスが発揮する、

そういう循環をつくっている学習の場です。

　学校でも、グッドウェイモデルといって、

グッドは何だろうか、バッドは何だろうかっ

てことを勉強するプログラムをやっています。

叱られ続けている生徒は、自分は悪いと思っ

ていることもありますが、だれでもどちらの

面ももっています。性に関することでは、た

とえば女の子を追いかけちゃった、というと

きに、それが自分にとってグッドなのか、バ

ッドなのかを考えるチャンスがそれまでなか

ったので、そういうことをさまざまな教材や

プログラムを使ってご本人さんたちに、すと

んと腑に落ちるまで、しっかりと伝えていく。

　このプログラムを行う上でのポイントは、

まず第１はレジリエンスなんです。自分を語

る。言葉をつなぐ。叱れば叱るほど、本人は

自分をしゃべらなくなります。話すと叱られ

るから、話さないほうが楽というふうになる、

これは実感です。だからセッションの中では、

最初はたくさんしゃべるってことを目標にし

て、しゃべると褒められるということをいっ

ぱい経験してもらいます。第２には、お子さ

んたちに時間的展望を持ってもらいたいんで

すね。叱るってことはその瞬間を叱ってるだ

けなので、展望をシャットダウンしちゃうん

ですよ。今これをやったら次はどうなるのか

っていうことを、考える前に駄目だよって言

って終わりにしちゃうので、自分はどのよう

な選択をすればいいかって考えるチャンスを

もぎ取っちゃうんですね。時間的展望が弱い

と、今の衝動で女の子に触っちゃう。でも

自分は１年後、２年後、どういう自分になっ

ていたいかっていう時間的展望がとれる子は、

そこで我慢をするっていうコントロールが効

くんです。

　最終的にはグッドライフ、健康な人生を送

っていくこと、そのために人生を豊かに生き

てくための知恵、方法を本人に教えていくの

が今時の性教育なんです。そしてそれはどう

やって地域でたくましく生きていくかという

ライフスキルを身につけていくことにつなが

っていく大事な教育なんだと思っています。

排泄や性を教えるのはハードルが高いですか？でも、自分ひとりでトイレで排泄できれば十分、で
はなく、性器をもったり洗ったりふいたりする、清潔にする、かっこよく排泄する、自分を大切に
するスキルは重要です。大人になる変化をスモールステップで伝えていけるのは、特別支援学校在
学中だからこそともいえます。障害のある子ども・人たちの教育や暮らしの支援に長年取り組まれ
ている堀江先生から、１つでも明日へのヒントを受け取ってください。

おもちゃ
のこと
おもちゃ
のこと
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知
的
障
害
教
育
総
合
補
償
制
度
に
つ
い
て
は
、
特
別
支

援
学
校
（
知
的
障
害
教
育
校
）
で　

約
３
人
に
１
人
が
ご

加
入
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
切
な
お
子
さ
ま
を
１
日
２
４

時
間
補
償
す
る
制
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。
学
校
で
の
お
ケ
ガ

は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
が
休
み
の
日
や
登
下
校
中
の
お
ケ
ガ

も
補
償
い
た
し
ま
す
。
例
え
ば
、
通
学
中
に
転
ん
で
お
ケ

ガ
を
し
た
際
や
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
他
人
に
お
ケ
ガ
を

さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
ま
た
友
だ
ち
の
メ
ガ
ネ
を
つ
か

ん
で
壊
し
て
し
ま
っ
た
際
な
ど
の
補
償
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
度
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
入

院
さ
れ
た
場
合
の
補
償
を
新
プ
ラ
ン
と
し
て
、
ご
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

＊
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣
の
取
扱
代
理
店
に
ご

連
絡
の
上
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ご
確
認
を
お
願
い
致
し
ま

す
。知

的
障
害
教
育
総
合
補
償
制
度
の
ご
加
入
者
を
対
象
と

し
た
２
０
２
２
年
度（
令
和
４
年
４
月
～
令
和
５
年
３
月
）

に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
た
事
故
に
つ
き
全
体
の
傾
向
と
事

例
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
集
計
結
果
で
は
、
５
，
７
５
２
件
の
事
故
に
対

し
て
補
償
制
度
か
ら
お
支
払
い
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
体
の
事
故
件
数
は
増
加
し
て
お
り
、
１
件
あ
た
り
の

お
支
払
の
保
険
金
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
高
額
化
し
た
状

態
が
続
い
て
い
る
点
が
特
徴
で
ご
ざ
い
ま
す
。

生
徒
本
人
の
傷
害
事
故
が
１
，
８
５
５
件
、
第
三
者
へ

の
賠
償
事
故
が
１
，
９
８
５
件
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

に
比
べ
傷
害
事
故
は
７
１
７
件
増
加
、
賠
償
事
故
が
３
０

件
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
死
亡
事
故
や
後
遺
障
害
の
認
定

最
近
、
伝
え
る
と
い
う
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
か
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
文
書
を
作
成
す
る
際
も
簡
潔
に
書
く
方
が
よ
い
と

き
、
説
明
や
流
れ
を
伝
え
な
が
ら
書
く
方
が
よ
い
と
き
。
ど
ち

ら
も
伝
え
た
い
相
手
の
こ
と
を
想
像
し
思
い
を
寄
せ
て
い
る
の

に
、
迷
っ
て
し
ま
う
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
。

文
字
だ
け
で
な
く
言
葉
も
ま
た
同
様
で
、
相
手
に
言
葉
を
選

ん
で
伝
え
る
大
切
さ
を
、
今
一
度
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

特
別
支
援
学
校

知
的
障
害
教
育
校
総
合
補
償
制
度

(
こ
ど
も
総
合
保
険
)

っ
て
な
ぁ
に
?

年
度
実
績
(
御
報
告
)

に
よ
る
重
症
事
故
は
８
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
皆
様
か
ら
加
入
時
の
お
問
合
せ
の
多
い
自
転
車
に

関
連
す
る
事
故
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
傷
害
事
故
44
件
、

賠
償
事
故
９
件
と
な
り
ま
す
。
今
回
お
支
払
い
が
多
か
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
の
お
支
払
い
と
な

り
、
１
，
８
８
１
件
と
な
り
ま
す
。

第
三
者
へ
の
賠
償
事
故
に
つ
い
て
は
例
年
通
り
「
メ
ガ

ネ
」「
ガ
ラ
ス
」
を
破
損
、「
自
動
車
」
へ
の
損
害
、「
パ

ソ
コ
ン
」「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」「
携
帯
電
話
」
等
の
Ｉ
Ｔ
機
器

の
事
故
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
５
万
円
未
満

の
賠
償
事
故
が
１
，
３
９
２
件
と
全
体
の
約
７
割
強
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
保
険
金
が
10
万
円
を
超
え
る
事
例
は
２
７
９
件

発
生
と
昨
年
よ
り
増
加
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に

１
０
０
万
円
を
超
え
る
高
額
事
例
も
３
件
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

傷
害
事
故
例

① 
歩
行
中
に
転
倒
し
、
入
院
を
要
し

た
。 
（
補
償
金　

約
10
万
円
）

② 

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
最
中
に
転

倒
し
、
通
院
を
要
し
た
。

 

（
補
償
金　

約
5
万
円
）

賠
償
事
故
例

①
駐
車
場
に
止
ま
っ
て
あ
る
送
迎
バ
ス
の
窓
ガ
ラ
ス
を
破

損
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。 
（
補
償
金　

約
14
万
円
）

②
通
っ
て
い
る
施
設
の
窓
ガ
ラ
ス
を
破
損
し
て
し
ま
っ
た
。

 

（
補
償
金　

約
11
万
円
）

傷
害
事
故
例
（
20
万
円
以
上
）

①
運
動
中
に
負
傷
し
た
。

 

（
補
償
金　

約
25
万
円
）

②
走
行
中
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
接
触
し
負
傷

　

し
た
。 

（
補
償
金　

約
20
万
円
）

賠
償
事
故
例
（
20
万
円
以
上
）

① 

駐
車
中
の
他
人
の
車
を
破
損
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

 

（
補
償
金　

約
79
万
円
）

② 

家
電
量
販
店
の
店
頭
の
商
品
を
破
損
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

 

（
補
償
金　

約
１
１
１
万
円
）

以
上
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
総
括
と
し
ま
し
て
は
、
全
体
的
な
事
故
の

発
生
件
数
は
昨
年
よ
り
大
幅
に
増
加
し
、
支
払
総
額

は
約
２
億
５
８
７
５
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
１
件
１

件
の
事
故
は
高
額
化
し
た
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
制
限
さ
れ
た

生
活
か
ら
日
常
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
事
故
件

数
に
関
し
て
は
特
に
学
校
内
や
施
設
内
で
の
お
ケ
ガ

の
事
故
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
何
時
自
分
自
身
が
加
害
者
ま
た
は
被
害
者
に

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
は
十
分
に
ご
ざ
い
ま
す
。

知
的
障
害
教
育
校
総
合
補
償
制
度
は
、
生
徒
様
の

お
体
の
補
償
は
も
と
よ
り
第
三
者
へ
の
賠

償
事
故
と
い
う
観
点
か
ら
も
ご
加
入
を
お

奨
め
い
た
し
ま
す
。

https://www.zenchipren.jp/activty/insurance.html
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